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　大きな地震が発生した際、冷静に対応するのは難しいものですが、一瞬の判断が生死を分けることもあ
ります。いざというとき「あわてず、落ち着いて」行動するために、地震発生時の基本的な対応パターン
を覚えておきましょう。

地震だ！その時どうする？
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発生

緊急
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●落ち着いて、自分の身を守る
机の下に隠れるなど、まずは身を守ることを第一に。

●あわてず、火の始末
揺れが激しいときは無理をせず、大きな揺れがおさ
まってから火の始末を。

●ドアや窓を開けて
逃げ道を確保する
地震の揺れでドアや窓
が変形して開かなくな
る恐れがある。

●火元を確認し、出火
していたら初期消火

●家族の安全を確認
●靴をはく

ガラスの破片などから足
を守る。

●非常持出品を手近に
用意する

●隣近所の安否を確認
一人暮らしの高齢者など
災害時要援護者がいる家
には積極的に声をかけて
安否を確認。近隣で火が
出ていたら大声で知らせ、
協力して消火する。

●余震に注意
大きな揺れの後は、余震

が起こるこ
とが多い。

●自主防災組織を中
心に行動する

●集団生活のルール
を守る

●助け合いの心を忘
れずに

避難生活
では

●ラジオなどで正しい情
報を確認

●子どもを学校などに迎
えに行く
自宅を離れるときは、行き
先を書いたメモを目立つ場
所に残す。

●さらに出火防止を
ガスの元栓を閉め、電気の
ブレーカーを切る。

5～10
分

●壊れた家には入ら
ない

●生活必需品は備蓄
でまかなう

●災害情報・被害情
報の収集
市区町村の広報に注
意する。

●引き続き余震に注
意

～3日
ぐらい

●消火・救出活動
近隣住民と協力して消
火や救出活動をする。

●家屋倒壊などの恐
れがあれば避難す
る

10分～
数時間1～2分 3分

沿岸や海にいた
場合、自分と家
族の身の安全を
確保したら、す
ばやく高台へ

　緊急地震速報は、地震の発生直後に震源近くで地震
波をキャッチし、強い揺れが始まる直前に知らせる情
報です。最大震度 5 弱以上が推定される場合に、テレ

ビやラジオなどを通じて知
らせます。緊急地震速報を
見聞きしてから揺れがくる
までの時間は、わずか数秒
から数十秒しかありませ
ん。身の安全を守ることを
最優先に行動しましょう。

　地震の二次災害で怖いのが火災。各家庭から火事を出さないことが重要です。地震時に火を止めるタイミング
を覚えておき、確実に火の始末をしましょう。

※震源に近い地域では、緊急地震速報が強い揺れに間に合わないことがあります！

地震発生 数秒後 情報発表から主要動到達までの
猶予時間

P波（初期微動）
を観測
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S波（主要動）S波（主要動）

P波（初期微動）P波（初期微動）

気象庁気象庁

0秒 5秒 10秒 15秒

地震計地震計 瞬時の
デ－タ伝送
瞬時の
デ－タ伝送

報道機関など報道機関など

葉山町における地震発生時の避難の流れ
　地震発生時、津波やがけ崩
れが発生する恐れがあるなど
の危険が迫った場合には、速
やかに指定された避難場所に
避難します。避難場所には次
のような種類があり、それぞ
れ役割が定められています。

一時避難場所

　災害の被害を避けるため、
近隣の住民が一時的に避難す
る場所。最寄りの空き地や広
場などが指定されています。

長期滞在避難場所

　災害が拡大して一時避難場
所が危険になった場合など、大
規模な避難に対応する避難所。
また災害で住居を失った住民な
どが臨時に生活する場所。学校
や公共施設が指定されています。

緊急地震速報が出されたら、身の安全を最優先に！ 怖い二次災害「地震火災」を発生させないために

地震発生時の行動チャート ●●
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